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脇田 英治

【授業目標・教育方針】
 我が国は地震国であり、構造物の設計において地震動を考慮することは必須である。従来、地震動に対する構造設計
は静的解析を中心に行われてきた。近年、IT の進歩と共に動的解析が主流となっている。本授業では地震動に対する
構造物の動的解析と耐震設計に関する基礎を学習する。

【授業概要】
 本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。地震動を受ける構造物に関する動的解析理論・方法とその耐震設計への利
用法について講義、および演習を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
教材としてプリントを配布する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
授業は教室および図書館のパソコン室で行う。図書館のパソコン室で行う内容は演習であり、講義で学んだことを実
際にコンピュータ上でシュミレーションすることにより理解を深める。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：25%，期末試験：25%，レポート：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：耐震構造学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 (10/4) 概論 授業概要・シラバスの説明。地震に強い構造物を設計
する上で必要な基礎知識について学習する。

小テスト

第 2 回 (10/11) 静的震度法 耐耐震設計における静的解析と動的解析の役割と基本
概念について学習する。静的震度法による設計におけ
る設計震度の求め方の演習を行う。

小テスト

第 3 回 (10/18) 振動方程式 構造物の振動方程式と質点系モデルによる時刻歴応答
解析法について学習する。

小テスト

第 4 回 (10/25) 動的応答解析 多質点系の振動理論および状態方程式を用いた構造物
の時刻歴応答解析について学習すると共に、パソコン
室で１人１台のパソコンを用いて動的応答解析の演習
を行う。

第 5 回 (11/8) 有限要素解析と質点系解析 有限要素解析 (FEM) の基礎について学習し、構造物の
動的応答解析における FEM と多質点系解析の類似点
や相違点について理解する。

小テスト

第 6 回 (11/15) 構造物と入力波の振動特性の関
係

構造物の固有振動数と入力地震動の卓越振動数の関係
が振動特性に及ぼす影響について学習する。模型・ビ
デオ等の教材により長周期地震動やそれに対する超高
層建物等の制振メカニズムについて学習する。

第 7 回 中間試験 中間試験を実施する。
第 8 回 (11/29) 周波数解析 中間試験の答案返却・解答解説。振動データのフーリ

エ変換による周波数解析について学習する。入力地震
動のフーリエ解析による特性分析の演習を実施する。

第 9 回 (12/6) 伝達関数 振動データから伝達関数を求める方法について解析演
習を行う。伝達関数の特性と構造物の設計への利用法
について学習する。

レポート

第 10 回 (12/13) 入力波の特性解析 ３種類の地震波を構造物への入力として用いて応答解
析を実施し、それらの影響で応答特性にどのような変
化が生じるのかを学習する。

レポート

第 11 回 (12/20) 減衰のメカニズム 減衰の種類とそれらのメカニズムについて学習する。
第 12 回 (1/17) 減衰の設計 設計で用いる減衰係数の推定法について学習し、それ

を用いた動的解析演習を行い、推定式の違いにより振
動特性にどのような差がでるのかを学ぶ。

レポート

第 13 回 (1/24) 制震・免震・耐震 制震・免震・耐震の概念、原理について学習する。制
震・免震・耐震の各構造について動的解析演習を行
い、工法による違いを学習する。

レポート

第 14 回 (1/31) 制震・免震・耐震の解析演習 制震・免震・耐震の概念、原理、それぞれの相違点に
ついて学習する。創造情報工房で DVD、および振動実
験装置を用いて行う。

レポート

第 15 回 (2/7) 耐震設計法まとめ それまでの 14 回の授業内容のまとめ、および補足と
して、地震に強い構造物を設計する上で必要な基礎知
識について学習する。
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